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当消防本部主催の献血を実施しました。 

献血にご協力いただきました皆様あり

がとうございました。 

 

第 77 回富士登山競走の消防警備を実施しました。警備本部において救護本部との調整、指揮隊が四合目付

近で待機、五合目に救急車を配備し体制を整えました。また、当消防本部の陸上部員が沿道救護体制の救

護ランナーとして、山頂コース 3 名、五合目コース 6 名が参加、七,八,九合目付近には救護班として職員

が待機していました。 



 

 

西湖において、山梨県警警備部機動隊・富士吉田警察署・富士五湖消防本部水難救助合同訓練をボー

トが転覆し、要救助者が 2名いるという想定のもと実施しました。 

 

山梨県立富士北稜高等学校の生徒 4名が、富士吉田消防署に職場体験のため 2日間来署しました。 

放水訓練、はしご車の試乗などの体験をしていただきました。 

今後、富士五湖消防本部に入職して、我々とともに地域のため、住民のために仕事ができることを

願っています。 

山中湖の「報湖祭神事・水難供養形代流し」に消防長が出席しました。 

 



山梨県立富士河口湖高等学校の生徒 2名が、富士吉田消防署に職場体験のため来署しました。 

富士北稜高校の生徒の皆さんと同じく、はしご車の試乗、放水訓練、心肺蘇生法などの体験をして

いただきました。今後、富士五湖消防本部に入職して、地域住民のために一緒に仕事ができること

を願っています。 

富士吉田市外 5 町村および山梨労働局・ハローワーク富士吉田共催の富士北麓地域合同企業ガイダンス

（就職説明会）に参加しました。 

 

河口湖で開催された湖上祭の消防警備を実施しました。警備本部で河口湖消防署長をはじめ指揮隊、消防

隊、救急隊が待機しました。湖上祭は来客者、関係機関のご協力のもと安全に終了しています。 



今年度も毎月富士五湖消防本部の出場状況やイベントを

CATV 富士五湖のご協力のもと、お知らせします。 

毎週、日曜日 16 時 30 分～・22 時 30 分、10ch にてミライち

ゃんからのお知らせ（富士五湖消防本部）という番組で放映

します。是非ご覧ください。 

 

山梨大学医学部の学生が救急車の同乗実習で来庁しました。1 当務（朝 8 時 30 分から翌日の 8 時 30 分ま

で）の間に、救急訓練や実際の救急現場に出向き、救急隊の活動を体験していただきました。 

 

日本三奇祭のひとつとされている吉田の火祭りの開催前に露店検査を実施しました。 

火祭りは来客者、関係機関のご協力のもと安全に終了しています。 

 

河口湖消防署で車両同士の交通事故による多数傷病者対応訓練を実施しました。 

訓練当日は、天候不順のため、緊急車両車庫で行いました。 



救急の日に富士五湖まちかど救急ステーションの標章交付式を挙行いたしました。 

富士五湖消防本部管内の 6 施設に対して標章を交付しました。住民や観光に訪れる方々が不慮の事故・

急病によって心停止となった有事の際には、救命のリレーにご協力をお願いいたします。 

救急課で、救急医療週間中にショッピングセンターBELL、オギノ富士吉田店、イッツモア赤坂店において、

応急手当のテキスト、熱中症対策ハンドブック、絆創膏などを配布しました。 

忍野村立忍野小学校の解体前に、消防瓦礫救助訓練を実施しました。近年頻発している大規模地震時は、

様々な状況が予想されることから、警防・救助戦術等を事前に熟知、共有することで円滑な活動ができる

ことを目的に実施し、今後、懸念される災害に備えるため職員間の更なる連携強化を図ることの重要性に

ついて再確認しました。 



山中湖村沖新畑地区の防災訓練指導を実施しました。三角巾の取扱い、応急担架の作成方法・搬送方法、 

チェーンソーやハンマーなどの使用方法を、知識・技術を得るために皆さん真剣に取り組んでいました。 

年に 1度実施している応急手当普及員講習会を開催しました。 

救命講習のお問い合わせは救急課：0555-22-4430 までお願いします。 

 

 

西桂町消防団の団員に普通救命講習会を実施しました。団員の皆様は有事の際に実施できるよう真剣に

取り組んでいました。お疲れさまでした。 



FM ふじやま様で、消防職員（仕事の内容含む）の現状と女性

職員について管理課の武藤源治広報担当がお話ししました。 

毎月第 3金曜日の 13 時 10 分から 13 時 30 分頃に放送となり

ます。（当消防本部管内で災害等があった場合を除く）是非、

お聞きください。 

株式会社加藤電機製作所にて、三角巾指導を実施しました。従業員の皆様は、有事に備え一生懸命訓練に

取り組んでいました。 

富士急ハイランドで開催された「FUJI-Q 防災 FESTA 2024」において、自衛隊や警察署などの関係機関と

合同で、はしご車やけしまるくんを展示しました。 



 

急な病気やけがで病院に行くか迷ったときは 

救急安心センターやまなし（救急電話相談） 

休日・夜間に病院をお探しのときは（富士北麓地域） 

富士五湖消防本部（音声ガイダンス） 

緊急的な搬送が必要と判断した場合に 

救急車を要請するときは 





 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口頭指導は、危機的状況に陥った傷病者のそばに居合わせた人から情報を聴取し、状況に

適した応急手当を指示して実行してもらうことにより救命効果の向上を図るために実施し

ています。 

突然の状況で大変かと思いますが、指令センター職員へのご協力をお願いいたします。 



富士五湖消防本部では、１分１秒を争う住民の命を

守るために「富士五湖まちかど救急ステーション」

標章制度を運用し、コンビニや一般企業などの施設

のご協力のもと普及をしています。 

住民のためにＡＥＤによって救命できる体制への

ご支援、ご協力をお願いいたします。 

 

詳しい内容は、富士五湖消防本部 救急課 

（0555-22-4430）までご連絡ください。 

緊急時には、富士五湖消防本部ホームページまたは

ＣＡＴＶ富士五湖データ放送 救急医療情報の富士

五湖まちかど救急ステーションQRコードを活用して

MAP をご覧ください。 
大事な命を守る！ 

救急ステーション MAP QR コード 

平成 23 年から「住宅用火災警報器」の設置が義務付けられてい

ます。富士五湖地域の設置(率)状況は 78％(令和 3 年度)です。 

住宅火災による死者は、年間約 1,000 人にも上り、そのほとん

どが逃げ遅れによるものです。 

安全な生活を送るために、住宅用火災警報器を設置しましょう。 

 

【住宅用警報器を設置されている皆様にお願い】 

 定期的な点検をお願いするとともに、設置から 10 年経過してい

ましたら交換をお願いいたします。 

 

 ※住宅用火災警報器の詳しい内容は、富士五湖消防本部ホーム

ページもしくは下記 QR コードからご覧ください。 

住宅用火災警報器の詳細 QR コード 



軽い症状でも救急車の利用する人が増えています。 

 

当消防本部の救急車は 6台です。近く消防署から救急車

が出場している場合は、遠くからの救急車が出場すること

となります。 

 

事故による大けがの人や、心筋梗塞や脳卒中などで緊急

に病院へ搬送しなければならない場合に遅れてしまいま

す。 

 

 皆様のご協力をお願いいたします！ 

 





 

救急隊は現場を出発するまでに、救急車を要請した状況や症状の確認、傷病者の観察・処置をした内容を

病院へ連絡をしています。また、症状や観察の結果、病歴、掛かり付け病院、出動場所の位置などを考慮し

て搬送先病院を選定します。病院への連絡は、救急隊だけでなく消防本部の指令センターと協力しながら行

っています。  

 

病院でもすべての症状に対応出来るわけではありません。救急隊は、病院の受入れ情報をもとに近隣の受

入れ先を探しますが、特に夜間、休日などは救急診療に限られるため、病院がひっ迫している状況など

により、病院への依頼回数が多くなることで、現場への滞在時間が長引くことがあります。ま

た、医師の判断によっては救急車ではなく、家族等により自家用車で来るよう指示がある場合

があります。 

限られた医療資源を守るためにも救急医療の適正利用にご協力をお願いします 

 



  

 

閲覧していただくとともに、 

フォロー・登録等を 

よろしくお願いいたします。 

応急手当普及講習受講申

請書もメールで送れるよ。 



 こちらもご覧ください。 

 活用してニャ♬ 



毎月富士五湖消防本部の出場状況やイベント

を FMふじやまさんのご協力のもと、お知らせい

たします。 

毎月第３金曜日。１３時００分頃から FMふじ

やまラジオでの広報です。 

☆消防に関する広報 

１）今月の火災原因、救助内容、救急内容 

２）火災、救助、救急の予防を促す 

３）消防の各種イベントのお知らせ 

４）その他（消防署の仕事、消火器の説明、住

宅火災用警報器の説明、初期消火の仕方、女性消

防士の紹介、救急救命士の役割、普通救命講習会

の開催、心肺蘇生法やAEDの取り扱い説明など） 

 

当消防本部のカレンダーを作成しました。 

ホームページにてダウンロードできます。 

ぜひ、ご活用ください。 

 

【富士五湖消防本部ホームページQRコード】 

 



 火災    ２３件 

 救急 ４，１９１件 

 救助    ９６件 

    《速報値》 

 火災    ２６件 

 救急 ５，９１１件 

 救助   １２３件 

    《確定値》 

毎月富士五湖消防本部の出場状況やイベント

を CATV 富士五湖さんのご協力のもと、お知ら

せいたします。 

毎週、日曜日16時 30分～・22時 30分～ 

CATV 富士五湖の 10ch「ミライちゃんから

のお知らせ（富士五湖消防本部）」という番組で

放映（約5分）。（まちの話題【11ch】でも不定

期に放送） 

☆消防に関する広報 

１）今月の火災・救助・救急件数 

２）今月の火災原因、救助内容、救急内容 

３）火災、救助、救急の予防を促す 

４）消防の各種イベントのお知らせ 

５）その他（消防署の仕事、消火器の説明、住

宅用火災警報器の説明、初期消火の仕方、女性消

防士の紹介、救急救命士の役割、普通救命講習会

の開催、心肺蘇生法やAEDの取り扱い説明など） 

 



第１９号は８月,９月の行事、当消防本部の「お願い」と「お知らせ」をご紹介しました。 

第２０号（１０月,１１月）も富士五湖消防本部の行事を中心に、盛りだくさんでお伝えします。お楽しみに。 

                                              広報室長 


